
に立口

落

の

社

会

構

　
造

ー
多
摩
市
大
字
落
合
青
木
葉
部
落
の
事
例
よ
り
ー

小

山

敏

幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
部
落
の

構
造

を
知
る
為
の
、
こ
の
調
査
研
究
は
東
京
都
多
摩
市
大
字
落
合
に
あ
る
、
青
木
葉
部
落
（
人
ロ
l
八
三
人
、
男
九
五
人

女
八
七

人
、
戸
数
三
七
戸
（
兼
業
農
家
数
二
八
戸
、
非
農
家
数
六
戸
、
外
来
家
三
戸
）
）
を
対
象
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
で
は

何

故
、
こ
の
部
落
に
焦
点
を
合
せ
た
の
か
o
こ
こ
の
住
民
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
事
実
上
、
部
落
の
構
造
が
ど
の
様

に

な
っ
て
い
る
か
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
左
く
、
単
に
部
落
内
の
表
画
的
な
出
来
事
に
対
し
て
の
み
、
気
を
取
ら
れ
て
お
っ
た
が
、

そ
の

出
来
事
に
対
し
住
民
が
何
か
を
基
準
と
し
て
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
、
様
々
な
行
動
を
支
え

て

い

る
諾
関
係
の
存
在
を
見
極
め
る
た
め
に
こ
こ
に
調
査
地
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
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に

　
具
体
的
に

は

部
落

内
の
社
会
関
係
の
う
ち
で
主
な
る
も
の
と
し
て
、
同
族
関
係
、
親
分
子
分
関
係
、
地
主
小
作
関
係
、
近
隣
集
団

（組
）
を
基
礎
に
置
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
つ

ま
り
こ
の
関
係
に
拾
い
て
主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
ト
ッ
プ
す
な
わ
ち
本
家
分
家
、
親
分
子
分
、
地
主
小
作
関

係
、
近
隣
集
団
の
上
位
に
あ
る
家
が
、
そ
の
構
成
員
た
る
各
々
の
家
に
ど
の
様
な
形
で
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
わ
け
で

あ
る
。



次
に
、
図
1
、
図
五
の
説
明
に
よ
っ
て
部
落
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

（親
分
）

（
子
分
）

加
藤翁
加
藤

分 彦

喜 　 五

一 郎
家 家

加 加 加 加
藤 藤 藤 藤

政 喜 伝 武
治
一
吉 男

家 家 家 家

一

小

山
　
　
晶
家

翁
分
他
字
に
芭

加

藤
　
寛
吉
家

小

山
　
徳
治
家

加

藤
直
吉
家

加

藤
次
助
家

峯

岸

政
春
家

図

－
　
親
分
子
分
・
関
係
図

（親
分
）

（
子
分
）

（
子
分
）

A親 有
分 山

他 貞

字 一
に 郎
有 家

口
（親分）

藤 須 須 須 加 加 加 峯

原　藤 藤 藤 藤 藤 藤 岸
嘉 庄

元　作 五　松 登 重 太

次　三 郎 造 晃 香 郎 郎
家　家 家 家 家 家 家 家

峯 黒 加 加 加 峯

岸 田 A 藤 藤 藤 岸
親 亀 勇 忠

政 分 太 之 菊 次
春 勇 口 郎 助 一

郎
家 家 家 家 家 家

峯 黒 黒 黒

岸 田 田 田 A子
石 春 文 貞 分
造 夫 一 一 口
家 家 家 家
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口
荏
里
・
壽

（
迫
ロ
こ
涕
謁
碑
巳
ロ
猟
）

（　ta

r
e
E
I
E
　
l
s
R
5
Z
　
）

口
菖
藁
鯉

（
営
藪
衙
国
嶺
猟
）

m
u
　
m
a
（
卦
亡
海

1
9
猟
）

（
与
E
卸
測
）

猟当ボ荘盛
猟條酎　荘犠

聾蝶爵　刊E撲

醤溜　　田≧巴 奥吉恩潔規営

1猟1＞4　田≧巨

猟1㎞　田売
猟＞H塘　田≡巴

猟吉沖爵嘉吉

猟1買　暴営

猟見識　覇営ハ
弾偲N忘頴営 則宮誹冊乖犠

測1謝　覇営
猟培責白｝笹帯

猟鞄　　刊E構

聾ロ止節　嘉ミ「

猟1劇　覇営
熱巴団楠潔営

猟速昇　嘉営

弾ぷ騨　顯ミ丁

猟枯隔　覇温‖
炉 猟番団　嘉遥

釧ll☆　潔違
輿宮1畑1≡卦

猟警目1髄嘉

猟嘲ぱ　嘉営

猟泡　　疑営

棚刀じ湖　湊営

奨毒毒　E与
／ 猟1吉　Eら 猟臣ロ　　Eら

蜘n路属　穀営

猟浬完　霧営

嬰
鵡
冊
壌
団
猟
怜
t
p
，
b
叶
S
、
“
嚢
調
護
棒
（
肖
蘇
寮
囚
怜
λ
ー
x
W
叫
か
o
）

図H　部落主要五家を中心とする構造図（近隣集団をベースとする。）
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先

ず
、
当
部
落
は
図
五
（
部
落
主
要
五
家
を
中
心
と
す
る
構
造
図
）
に
あ
る
様
に
、
そ
の
主
要
な
五
つ
の
家
で
あ
．
る
有
山
貞
一
郎

家
、
小
山
晶
家
、
加
藤
彦
五
郎
家
、
峯
岸
庄
太
郎
家
、
加
藤
嘉
重
郎
家
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の

で

あ
る
。
で
は
そ
れ
を
近
隣
集
団
を
構
成
し
て
い
る
も
の
か
ら
述
べ
て
み
る
と
、
図
丑
に
あ
る
様
に

　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
む
　
　
り

　
有
山
貞
一
郎
家
の
場
合
、
こ
の
家
を
頭
と
し
て
い
る
家
は
六
戸
、
す
な
わ
ち
（
加
藤
登
香
家
、
加
藤
晃
家
、
須
藤
五
郎
家
、
須
藤

作
三

家
、
藤
原
元
次
家
、
須
藤
松
造
家
）
の
家
々
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
り

　
小

山
晶
家
を
頭
と
す
る
家
々
は
五
戸
で
構
成
家
は
（
小
山
卯
一
家
、
小
山
徳
治
家
、
加
藤
直
吉
家
、
加
藤
次
助
家
、
加
藤
寛
吉
家
）

で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む

　
加

藤
彦
五
郎
家
を
頭
と
す
る
家
々
は
四
戸
、
構
成
家
は
（
加
薩
政
治
家
、
加
藤
喜
一
家
、
加
藤
武
男
家
、
加
藤
伝
吉
家
）
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
む

　
峯

岸
庄

太
郎
家
を
頭
と
す
る
家
々
は
七
戸
、
す
な
わ
ち
構
成
家
は
（
峯
岸
忠
次
郎
家
、
峯
岸
昇
家
、
加
藤
菊
一
家
、
加
藤
勇
之
助

家
、
加
藤
弥
一
家
、
加
藤
充
政
家
、
加
藤
亀
太
郎
家
）
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り

　
加

藤
嘉
重
郎
家
を
頭
と
す
る
家
々
は
七
戸
（
黒
田
勇
家
、
黒
田
貞
一
家
、
黒
田
文
一
家
、
黒
田
春
夫
家
、
峯
岸
政
春
家
、
峯
岸
石

造
家
、
峯
岸
行
男
家
）
で
あ
り
、
以
上
近
隣
集
団
は
こ
れ
ら
の
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
そ

し
て
こ
の
関
係
は
図
H
に
示
し
た
様
に
、
他
の
社
会
関
係
で
あ
る
地
主
小
作
関
係
、
同
族
（
本
家
・
分
家
）
関
係
、
親
分
子
分

関
係
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ら
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ

　
こ
の
有
力
な
五
つ
の
家
と
各
々
の
構
成
員
た
る
家
の
関
係
を
更
に
詳
し
く
調
べ
て
い
く
と
、
先
ず
有
山
貞
一
郎
家
の
場
合
、
自
分

の

近

隣
集
団
の
範
囲
で
あ
る
六
戸
の
う
ち
、
地
主
小
作
関
係
に
よ
る
も
の
は
三
戸
（
須
藤
松
造
家
、
加
藤
登
香
家
、
加
藤
晃
家
）
で

あ
り
部
落
全
体
と
し
て
は
更
に
二
戸
（
加
藤
弥
一
家
、
加
藤
直
吉
家
）
を
加
え
合
計
五
戸
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
親
分
子
分
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
有
山
家
に
お
い
て
彼
の
近
隣
集
団
で
あ
る
六
戸
の
す
べ
て
の
家
々
と
、
他
に
二
戸
を
持
っ

て

s
“
g
－
A
、
こ
れ
は
同
じ
部
落
内
の
有
力
家
で
あ
る
加
藤
嘉
重
郎
家
、
峯
岸
庄
太
郎
家
で
あ
り
、
合
計
八
戸
を
部
落
内
に
持
ち
、
有
力

家

の

中
で
最
大
の
子
分
を
か
か
え
て
い
る
。
だ
が
同
族
関
係
は
と
云
う
と
、
有
山
貞
一
郎
家
の
場
合
、
と
の
部
落
に
は
＝
Q
も
な
い
。
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次
に
、
小
山
晶
家
の
場
合
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
地
主
小
作
関
係
に
基
づ
く
関
係
と
い
う
も
の
は
自
分
の
近
隣
集
団
の
範
囲
内
に

四

戸
（
小
山
徳
治
家
、
加
藤
直
吉
家
、
加
藤
次
助
、
加
藤
寛
吉
家
）
も
っ
て
4
り
、
ま
た
他
に
四
戸
（
黒
田
貞
一
家
、
黒
田
文
一
家

峯
岸
石
造
家
、
須
藤
五
郎
家
）
を
有
し
、
部
落
全
体
で
は
合
計
八
戸
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
族
関
係
は
二
戸
（
小
山
卯
一
家
、
小
山
徳
治
家
）
で
あ
る
。

　
親
分
子
分
関
係
は

四

戸
、
こ
れ
は
近
隣
集
団
の
構
成
員
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
図
1
（
親
分
子
分
関
係
図
式
）
が
示
す
様
に
、

こ
こ
で
小
山
晶
家
が
同
族
で
あ
る
小
山
卯
一
家
を
含
ま
な
い
の
は
最
近
部
落
に
帰
っ
て
来
た
か
ら
で
、
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の

で
あ
る
。

　
　
む
　
　
　
　
　
リ
　
　
カ
　
　
サ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
加

藤
彦
五
郎
家
の
場
合
、
こ
の
近
隣
集
団
（
加
藤
政
治
家
、
加
藤
喜
一
家
、
加
藤
武
男
家
、
加
藤
伝
吉
家
）
と
い
う
も
の
は
、
親

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ

分

子
分

関
係
も
含
め
て
、
す
べ
て
彼
の
同
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
主
小
作
関
係
は
同
族
の
＝
　
（
加
藤
政
治
家
）
と
、

小

山
晶
家
の
近
隣
集
団
を
構
成
し
て
g
る
加
藤
直
吉
家
一
戸
の
合
計
二
戸
を
持
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に
4
い
て
は

同
族
の
本
家
す
な
わ
ち
親
分
、
そ
し
て
分
家
が
子
分
で
あ
る
と
い
う
形
に
お
い
て
結
ば
れ
て
g
る
と
云
え
る
。

　
筆
帯
庄
太
朗
家
は

地
主
小
作
関
係
に

基
づ

く
家
々
を
近
隣
集
団
の
範
囲
に
、
二
戸
（
峯
岸
忠
次
郎
家
と
加
藤
勇
之
助
家
）
を
持
ち
、

ま
た
同
族
酷
係
に
基
づ
く
も
の
は
こ
の
範
囲
内
に
二
戸
（
峯
岸
忠
次
郎
家
、
峯
岸
昇
家
）
を
持
っ
て
S
”
9
り
、
部
落
全
体
と
し
て
は
、

次
に
述
べ
る
加
藤
嘉
重
郎
家
の
近
隣
集
団
に
内
在
し
て
い
る
彼
の
同
族
三
戸
（
峯
岸
政
春
家
、
峯
岸
石
造
家
、
峯
岸
行
男
家
）
を
持

ち
合
計
五
戸
を
有
し
て
い
る
。

　
そ

し
て
ま
た
、
親
分
子
分
関
係
に
お
い
て
は
四
戸
（
峯
岸
忠
次
郎
家
、
加
藤
菊
一
家
、
加
藤
勇
之
助
家
、
加
藤
亀
太
郎
家
）
を
も

っ

て

い

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む

　
最
後
の

加

藤
嘉
重
郎
家
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
家
は
図
丑
か
ら
も
理
解
で
き
る
様
に
＝
　
の
同
族
も
無
く
、
そ
し
て
地
主
小
作

関
係
も
一
切
も
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
自
作
地
主
で
あ
り
、
こ
の
近
隣
集
団
は
頭
で
あ
る
加
藤
嘉
重
郎
家
と
同
様
な
自
作
地
主
二
戸

（黒

田
勇
家
、
峯
岸
政
春
家
）
と
、
こ
の
二
戸
の
同
族
で
あ
る
。
黒
田
勇
家
を
本
家
と
す
る
黒
田
春
夫
家
、
黒
田
貞
一
家
、
黒
田
文
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一
家

と
、
そ
し
て
峯
岸
政
春
家
を
本
家
と
す
る
峯
岸
石
造
家
、
峯
岸
行
男
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け

る
社
会
関
係
と
い
う
も
の
は
単
に
親
分
子
分
関
係
を
結
ん
だ
が
、
　
図
丑
に
有
る
様
に
同
じ
自
作
地
主
で
あ
る
二
戸
（
黒
田
勇
家
と
峯
岸

政
春

家
）
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
親
分
子
分
関
係
に
あ
る
二
戸
は
五
つ
の
近
隣
集
団
か
ら
除
か
れ
て
い
る
集

団
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
図
1
に
述
べ
て
あ
る
様
に
、
こ
れ
を
見
る
と
黒
田
勇
家
は
三
戸
の
子
分
す
な
わ
ち
（
黒
田
貞
一
家
、
黒
田

春

夫
家
、
黒
田
文
一
家
）
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
峯
岸
政
春
家
は
＝
　
（
峯
岸
石
造
家
）
の
子
分
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
事
実
上
、
加
藤
嘉
重
郎
家
は
こ
れ
ら
の
親
分
子
分
関
係
の
累
積
の
上
に
黒
田
勇
家
、
峯
岸
政
春
家
の
子
分
を
も

間
接
的
に
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以

上
、
こ
こ
に
述
べ
て
き
た
五
つ
の
家
と
そ
の
構
成
員
た
る
家
と
の
関
係
を
ふ
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
次
の
こ
と
が
云
え
る
の

で

あ
る
。
つ
ま
り
部
落
を
支
配
し
て
い
る
要
素
と
い
う
も
の
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
地
主
小
作
関
係
、
同
族
関
係
、
近
隣
集
団
関

係
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
図
丑
に
示
し
た
様
に
、
部
分
的
な
支
配
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
こ
れ
を
ま
と
め
て
い

く
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
親
分
子
分
関
係
と
い
う
も
の
は
全
部
落
を
支
配
す
る
最
も
重
要
な
形
態
で
あ
る
と
云
え
る
。

　

こ
れ
は
何
故
か
。
部
落
最
大
の
子
分
を
持
つ
有
山
貞
一
郎
家
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

図
1
か
ら
も
わ
か
る
様
に
有
山
家
は
直
属
の
子
分
で
あ
る
八
戸
（
峯
岸
庄
太
郎
家
、
加
藤
嘉
重
郎
家
、
加
藤
登
香
家
、
加
藤
晃
家
、

須

藤
松
造
家
、
須
藤
五
郎
家
、
須
藤
作
三
家
、
藤
原
元
次
家
）
を
持
ち
、
こ
の
八
戸
の
う
ち
に
は
部
落
内
の
有
力
家
で
あ
る
峯
岸
庄

太
郎

家
、
加
藤
嘉
重
郎
家
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
し
て
峯
岸
庄
太
郎
家
は
直
属
の
子
分
四
戸
（
峯
岸
忠
次
郎
家
、
加
藤
勇
之
助
家
、

加

藤
亀
太
郎
家
、
加
藤
菊
一
家
）
を
支
配
し
、
ま
た
加
藤
嘉
重
郎
家
は
直
属
の
子
分
と
し
て
二
戸
（
黒
田
勇
家
、
峯
岸
政
春
家
）
を

も
っ
て
お
り
、
更
に
こ
の
二
家
で
あ
る
黒
田
勇
家
も
峯
岸
政
春
家
も
各
々
の
子
分
（
す
な
わ
ち
黒
田
勇
家
は
黒
田
文
一
家
、
黒
田
貞

一
家
、
黒
田
春
夫
家
）
を
有
し
、
峯
岸
政
春
家
は
子
分
と
し
て
峯
岸
石
造
家
の
一
戸
を
持
っ
て
い
る
。

　
以
上

こ
の
様
に
有
山
家
は
、
部
落
総
戸
数
三
七
戸
の
う
ち
非
農
家
六
戸
、
外
来
家
三
戸
、
そ
し
て
有
山
家
自
身
と
、
小
山
晶
家
、

一一
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加

藤
彦
五
郎
家
の
三
戸
の
合
計
＝
一
戸
を
の
ぞ
い
た
二
五
戸
の
う
ち
半
数
以
上
の
1
七
I
L
　
（
＝
　
非
農
家
を
含
む
）
を
直
接
的
、
間

接

的
に
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
親
分

子
分

関
係
に
つ
い
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
『
日
本
の
農
村
』
を
参
照
し
て
み
る
と
、
※
日
本
の
農
村
（
潮
見
俊
降
他
著
、

岩
波

書
店
　
昭
和
三
二
年
刊
）
『
親
分
子
分
関
係
は
多
く
の
場
合
、
婚
姻
の
際
に
結
ば
れ
結
婚
の
際
の
本
仲
人
が
原
則
と
し
て
親
分

に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
縁
組
に
際
し
て
仲
人
と
し
て
選
ば
れ
る
家
は
必
ず
両
当
事
者
の
家
格
よ
り
一
段
と
上
に
位
い
す
る
か
、
或
は
有
力
な
家
で
あ

る
。
従
っ
て
当
事
老
が
同
族
集
団
の
一
員
で
あ
る
場
合
は
本
家
が
こ
れ
に
当
り
、
そ
う
で
な
い
者
の
場
合
は
部
落
内
の
有
力
な
家
に

こ
れ
を
頼
む
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
』
1
1
六
頁
よ
り
o

　

こ
う
し
て
更
に
他
の
小
山
晶
家
の
支
配
す
る
子
分
四
家
、
加
藤
彦
五
郎
家
の
支
配
す
る
子
分
四
家
を
、
有
山
貞
一
郎
家
の
直
接
的

．

間
接
的
に
支
配
す
る
子
分
＝
ハ
戸
（
非
農
家
＝
q
を
除
く
）
に
加
え
る
と
、
非
農
家
、
外
来
家
、
有
山
家
、
小
山
家
、
加
藤
（
彦

五

郎
）
家
を
除
い
た
二
四
戸
の
す
べ
て
の
家
が
実
に
こ
の
親
分
子
分
関
係
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ

ま
り
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
部
落
を
動
か
し
て
い
る
も
の
は
親
分
子
分
関
係
で
あ
る
と
云
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
最
終
的
な
も

の

の

結
果
、
即
ち
こ
の
中
に
　
同
族
関
係
・
地
主
小
作
関
係
な
ど
の
諸
関
係
が
累
積
さ
れ
る
如
く
し
て
生
じ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
こ
の
親
分
子
分
関
係
の
家
々
の
内
容
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
を
先
に
述
べ
た
有
山
貞
一
郎
家
、
小
山
晶
家
、
加
藤
彦
五

郎

家
、
峯
岸
庄
太
郎
家
、
加
藤
嘉
重
郎
家
の
集
団
順
に
見
て
い
v
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
第
一
の
有
山
貞
一
郎
家
の
直
属
の
子
分
で
あ
る
須
藤
五
郎
家
、
須
藤
作
三
家
、
藤
原
元
次
家
の
三
家
は
、
須
藤
五
郎
家
を
本
家
と

す

る
同
族
親
族
で
あ
り
（
藤
原
元
次
家
は
五
郎
氏
の
妹
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
）
、
他
の
加
藤
登
香
家
、
加
藤
晃
家
に
お
い
て
も
、
須
藤

五
55

家
と
同
じ
形
態
す
な
わ
ち
、
登
香
家
が
本
家
で
あ
り
、
晃
家
が
分
家
と
な
っ
て
い
る
。

　
※

須
藤
松
造
家
の
場
合
、
須
藤
五
郎
家
の
一
系
で
あ
る
か
は
不
明
。
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（本
家
）

（分
家
）

加
藤

登
一蒼
家

加 加 加
藤 藤 藤

寛 一旦
吉 吉 晃
家 家 家

一
郎家

加
藤

関係

はな 次

分家 助
家

一

須

藤
　
五
郎
家

須

藤
　
作
三
家

妹

藤

原

　
元
次
家

図皿　加藤登香家、須藤五

　　同族関係図

※上記の関係は家と家との

　であって｛固人的な関係で

　い。（例えば本家が兄で

　が弟であるという様に。

　

つ

ま
り
こ
こ
に
4
け
る
家
と
家
の
関
係
と
い
う
も
の

は
、
有
山
家
の
同
族
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
弱
い
同
族
で

あ
る
加
藤
登
香
家
、
須
藤
五
郎
家
の
同
族
が
こ
れ
に
つ

い

て

構

成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
図
x
か
ら
も

わ

か

る
様
に
地
主
小
作
関
係
と
い
う
生
活
の
必
要
上
の

結

果
、
ま
た
家
格
の
違
い
の
結
果
が
親
分
子
分
関
係
と

い

う
も
の
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
特
に

部
落
有
力
五
家
の
う
ち
の
峯
岸
庄
太
郎
家
、
加
藤
嘉
重

郎

家
の
両
家
が
有
山
家
の
子
分
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
土
地
面
積
、
部
落
へ
の
発
言
力
、
家
格
の
差

と
い
う
階
尼
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
む
　
　
ロ
　
　
む

　

ま
た
、
小
山
晶
家
と
支
配
下
の
家
々
の
関
係
で
は
、

同
族
の
小
山
徳
治
家
を
除
い
た
、
加
藤
直
吉
家
、
加
藤

次
助
家
、
加
藤
寛
吉
家
が
図
皿
で
示
し
た
様
に
、
同
族
で
あ
り
、
こ
の
加
藤
家
の
本
家
筋
に
当
る
登
香
家
が
こ
れ
ら
を
養
な
っ
て
い

く
だ
け
の
力
が
無
か
っ
た
為
に
、
こ
の
三
家
は
小
山
晶
家
の
小
作
と
な
り
、
ま
た
家
格
等
の
違
い
に
よ
っ
て
遂
に
は
親
分
子
分
関
係

に

成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
図
1
に
掲
げ
て
あ
る
峯
岸
政
春
家
と
小
山
家
と
の
親
分
子
分
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
時
期
こ
の
関
係
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る

も
の
で
、
現
在
で
は
こ
の
関
係
は
解
消
し
て
お
り
、
加
藤
嘉
重
郎
家
と
の
関
係
が
強
い
。

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
加

藤
彦
五
郎
家
と
支
配
下
の
家
々
の
関
係
は
、
前
述
し
た
様
に
す
べ
て
同
族
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
有
山
家
、
小
山
家
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の
様
に

土
地

と
い
う
も
の
を
媒
介
と
し
た
上
に
親
分
子
分
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
典
型
的
に
、
本
家
‖
親
分
、
分

家

＝
子
分
と
い
う
形
の
上
に
成
り
立
っ
て
g
る
と
云
え
る
。

（本
家
）

加

藤
彦
五
郎
家

（分
家
）

喜
一
家

（本
家
）

政
治
家

伝
吉
家

（廃
家
）

加

藤
　
幹
男
家

（分
家
）

加 加 加 加
藤 藤 藤 藤
勇 亀

弥 之 太 菊

一 助 郎 一
家 家 家 家

図N　加藤彦五郎家同族

※上記の関係は家と家との関

　係であって個人的な関係で

　はない。（例えば本家が兄

　で分家が弟であるという様

　に。）

加

藤
　
充
政
家

図V　加藤幹男家同族

※上記の関係は家と家との関

係であって個人的な関係で

　は左い。（例えば本家が兄

　で分家が弟であるという様

　に。）

　
ま
た
峯
岸
庄
太
郎
家
を
中
心
と
す
る
関
係
は
、

氏

の

同
族
で
あ
る
峯
岸
忠
次
郎
家
と
加
藤
菊
一

家
、
加
藤
亀
太
郎
家
、
加
藤
勇
之
助
家
の
四
戸

を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
加
藤
菊
一
の

同
族
三
戸
は
図
V
が
示
す
様
に
本
家
筋
で
あ
る

加

藤
幹
男
が
廃
家
と
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
三

つ
の

家
は
峯
岸
庄
太
郎
家
に
親
分
を
頼
ん
だ
も

の

で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に

お

い

て

は

図
皿
に
お
い
て
み
て
も
わ
か
る
様
に
地
主

小
作

関
係
を
母
胎
と
し
て
い
な
い
o

　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
加

藤
嘉
重
郎
家
を
親
分
と
す
る
家
々
の
関
係

は
、
自
作
地
主
の
黒
田
勇
家
と
峯
岸
政
春
家
の

二
者

を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
て
は
い
る
が
、

こ
の
場
合
、
何
故
有
力
家
の
峯
岸
庄
太
郎
家
の

同
族
で
あ
る
峯
岸
政
春
家
が
加
藤
嘉
重
郎
家
を

親
分

と
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
両
者
を
中
心
に
彼
ら
の
同
族

は

縦
の

き
ず
な
を
持
っ
て
つ
左
が
れ
、
最
終
的
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に

勇
家
、
政
春
家
を
通
じ
て
加
藤
嘉
重
郎
家
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ヒ
こ
に
お
い
て
何
故
自
作
地
主
と
い
う
同
じ
立
場
に
あ
る
加
藤
嘉
重
郎
家
、
峯
岸
政
春
家
、
黒
田
勇
家
の
う
ち
、
加
藤
嘉
重
郎
家

が

こ
れ
ら
の
親
分
と
な
っ
て
い
る
か
は
土
地
面
積
の
多
少
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
時
代
の
名
寄
帳
に
よ
る
三

者
の

土
地
所
有
面
積
は
、
加
藤
嘉
重
郎
家
が
、
1
町
七
反
一
畝
一
七
歩
、
峯
岸
政
春
家
が
、
一
町
三
反
三
畝
六
歩
、
黒
田
勇
家
が
、
二
反

八
畝

（
面
積
は

少
な
い
が
一
度
も
小
作
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
自
作
地
主
と
見
倣
し
た
。
）
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
〇
年
ま
で
変

っ

て

い

な
い
こ
と
か
ら
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

　

（昭
和

四
l
年
以
降
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン
工
事
の
為
こ
の
部
落
の
土
地
は
買
収
さ
れ
始
め
ら
れ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
の

こ
と
か
ら
こ
の
部
落
に
お
い
て
、

　

（本
家
）
　
　
　
　
　
　
　
（
分
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
分
子
分
関
係
を
樹
成
し
て
い
る
要
素
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

　　　　　　　　　回
U
圏
　
　
　
　
　
，
も
の
ぼ
有
山
三
蒙
、
小
山
．
田
家
の

一峯崖
太
郎
家

政

春

塚

忠
次
郎
家

石
　
造
家

黒
田

勇
家
不
黒

田
糞
圏

黒

田
　
文
一
家

黒

田
　
貞
一
家

行
　
男
家

図XI　峯岸家・黒田家

　　同族関係図

※上記の関係は家と家

　との関係であって1固

　人的な関係ではない。

　（例えば本家が兄で

　分家が弟であるとい

　う様に。）

様
に

主
に

地
作
小
作

関
係
を
媒
介
と
し
た
も

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む

の
、
或
は
加
藤
彦
五
郎
家
の
様
に
同
族
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

心

と
し
た
も
の
、
ま
た
峯
岸
庄
太
郎
家
の
様

に

自
分
の
同
族
と
、
他
に
本
家
を
失
な
っ
た

弱

い

同
族
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
も
の
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む

し
て
最
後
に
加
藤
嘉
重
郎
家
の
様
に
自
作
地

主

を
中
心
と
す
る
三
つ
の
形
に
よ
っ
て
こ
の

青
木
葉
部
落
は

親
分
子
分

関
係
を
成
り
立
た

せ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
云
え
る
こ
と
は
、
家
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格
、
土
地
面
積
の
大
小
等
の
も
の
が
こ
の
親
分
子
分
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
る
。

　
※

現
在

（昭
和
四

八

年
）
に
か
い
て
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
諸
関
係
と
い
う
も
の
も
単
に
近
隣
集
団
が
生
活
の
為
の
機
構
と
し
て

生

き
残
っ
て
い
る
く
ら
い
で
、
他
の
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
衰
退
し
て
し
ま
い
、
従
来
の
五
家
の
発
言
力
も
昭
和
四
二
年
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
H
事
の
開
始
と
と
も
に
低
下
し
、
昔
の
様
な
強
大
な
力
を
持
つ
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　
そ

し
て
農
家
数
も
形
式
的
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
の
み
で
実
質
的
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
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